
続
高
僧
伝

に
記
さ
れ
る

往
生

田

寂

天

叡

山

学

院

は

じ

め

に

イ
ン
ド
初
期
仏
教
（
或
い
は
原
始
仏
教
、
釈
尊
の
初
転
法
輪
か
ら
根
本
分
裂
ま
で
と
設
定
し
て
）
の
根
本
教
説
の
一
つ
に

無
我

（S
.

a
n
a
tm
a
n
 
P
.
a
n
a
tta
n

霊
魂
は
存
在
し
な
い
）
が
有
っ
た
。
イ
ン
ド
の
諸
宗
教
に
於
け
る
ア
ー
ト
マ
ン
説
の
種
々
相
に
関
し
て
説
く
こ
と

は
、
筆
者
の
能
く
す
る
と
こ
ろ
で
な
く
、
ま
た
本
稿
の
中
心
課
題
で
も
な
い
の
で
略
す
る
。

ア
ナ
ー
ト
マ
ン
の
訳
語
と
し
て
は
、
近
年

無
我

よ
り
も

非
我
、
ア
ー
ト
マ
ン
で
は
な
い

の
語
が
適
切
だ
と
の
意
見
も
提
出
さ

れ
て

１
い
る
。
と
も
あ
れ
、
所
謂
る
死
後
の
霊
魂
の
存
在
を
認
め
な
い
立
場
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
初
期
仏
教
の
こ
の
立
場
は

し
か
し
、
イ
ン
ド
通
説
の

死
後
の
輪
廻
転
生

を
否
定
し
な
か
っ
た
。
出
家
者
に
は
、
究
極
目
標
と
し
て
阿
羅
漢
の
灰
身
滅
智
を
、
在

家
者
に
は
布
施
・
持
戒
に
よ
る
生
天
（
現
世
よ
り
も
遙
か
に
す
ぐ
れ
た
仏
教
世
界
へ
の
転
生
）
の
道
が
説
か
れ
た
の
で
あ
る
。

部
派
仏
教
（
或
い
は
ア
ビ
ダ
ル
マ
仏
教
、
或
い
は
小
乗
仏
教
）
も
こ
の
立
場
を
ほ
ぼ
忠
実
に
踏
襲
し
た
。
た
だ
、

輪
廻
の
主
体

に
対
す

る
分
析
追
求
に
関
し
て
は
あ
ま
り
熱
心
だ
っ
た
と
は
言
え
な
か

２
っ
た
。

生
前
の
業
が
輪
廻
し
て
新
し
い
生
を
得
る

と
明
言
す
る
な
ら

ば
必
ず
し
も
大
き
な
矛
盾
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
に
、（
中
国
に
伝
え
ら
れ
た
部
派
仏
教
は
主
と
し
て
説
一
説
有
部
の
論
師
・
論
書
で
あ

続
高
僧
伝

に
記
さ
れ
る

往
生

（

田
寂
天
）

五
七



っ
た
の
だ
が
）
い
ず
れ
も
深
く
踏
み
込
ま
な
か
っ
た
。
や
が
て
こ
う
し
た

霊
魂
観

は
中
国
に
広
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
一
方
で
イ
ン
ド
大
乗
仏
教
に
於
い
て
は
約
二
千
年
前
か
ら
大
乗
仏
典
の
編
集
が
始
ま
り
、
そ
れ
ら
は
部
派
仏
教
の
典
籍
と

共
に
大
量
に
中
国
に
流
入
、
漢
訳
、
流
通
す
る
こ
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
大
乗
仏
典
の
記
述
で
は
、
し
ば
し
ば
仏
陀
・
菩
薩
の

仏
国
土

或
い
は

浄
土

へ
の

滅
後
往
生

が
説
か
れ
、
そ
こ
に
仏
教
徒
在
家
・
出
家
た
ち
の
死
後
の
霊
魂
救
済
の
道
す
じ
が
明
示
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
そ
れ
ま
で
の
イ
ン
ド
伝
統
仏
教
か
ら
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
教
説
と
し
て
把
え
ら
れ
よ
う
。

そ
れ
で
は
、
中
国
仏
教
史
上
で
こ
う
し
た
大
乗
の

往
生

が
い
か
に
受
容
さ
れ
た
の
か
、
或
い
は
い
か
に
受
容
さ
れ
な
か
っ
た
の

か
？

こ
こ
で
は
中
国
の

霊
魂
観

に
関
す
る
中
国
仏
教
史
上
の
様
々
な
伝
承
を
、
南
山
道
宣

続
高
僧
伝

に
記
さ
れ
る
幾
つ
か
の

出
家
者
入
寂
時
の
記
述
か
ら
検
証
し
よ
う
と
す
る
。

続
高
僧
伝
に
つ
い
て

今
さ
ら
説
明
の
必
要
も
有
る
ま
い
が
念
の
た
め
こ
の
書
の
概
要
に
触
れ
よ
う
。

続
高
僧
伝
は
唐
・
南
山
道
宣
（596

〜667

）
の
編
集
に
成
り
、
現
在
に
伝
え
ら
れ
た
形
式
と
内
容
と
は
三
〇
巻
一
〇
科
、
正
伝
四
八
五

人
、
附
見
二
一
九
人
で
合
計
七
〇
四
人
の
伝
記
を
綴
っ
た
も
の
で
、
大
正
蔵
経
の
巻
五
〇
に
収
め
ら
れ
る
。
梁
・
僧
祐
（445

〜518

）
の

名
僧
伝

（
佚
書
）
の
跡
を
継
ぐ
べ
く
編
ま
れ
た
も
の
で

３
あ
る
。

続
高
僧
伝
に
記
さ
れ
る
往
生

こ
の
書
は
大
正
蔵
経
で
約
二
八
〇
頁
、
ざ
っ
と
四
二
万
字
の
分
量
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
筆
者
の
検
索
で
は

入
滅
時
往
生

な
い

続
高
僧
伝

に
記
さ
れ
る

往
生

（

田
寂
天
）

五
八



し

滅
後
往
生

に
関
わ
る
記
述
は
合
計
で
下
記
の
三
五
例
と
数
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
三
五
例
は
お
お
よ
そ
次
の
三
分
類
で
把
握
分
析
す

る
の
が
適
切
と
筆
者
は

え
て
い
る
。
以
下
、
三
分
野
に
て
各
の
僧
名
・
生

４
卒
年
・
往
生
の
内
容
・
大
正
蔵
巻
五
五
の
記
述
箇
所
の
順
に

羅
列
し
多
少
の
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
し
よ
う
。

①

弥

菩
薩
の
兜
卒
天
浄
土
へ
往
生

一
〇
列

訳
経
篇

釈
彦

557
610

臨
終
時
に
弥

画
像
を
祭
る

437c

釈
玄

602
664

生
前
の
願
生
、
臨
終
時
の
称
念
弥

458a

義
解
篇

釈
僧

467
527

生
前
の
願
生
、
晩
年
夢
中
に
弥

佛
出
現

463b

釈
慧

455
508

臨
終
時
に
数
十
僧
の
来
迎
、
弥

天
宮
殿
講
堂
に

471b

釈
曇
衍

503
581

臨
終
時
に
誦
念
弥

佛

487b

釈
霊
幹

535
612

生
前
の
夢
に
兜
卒
往
生
、
滅
時
に
弥

天
宮
観

518c

釈
智

556
627

臨
終
時
に
告
弟
子
、
兜
卒
往
生
に
天
台
智
者
の
臨
席
を
得
た

582c

釈
灌
頂

561
632

臨
終
時
に
弥

経
を
説
き
称
彌
陀
佛
名

兜
卒
往
生
浄
土

585a

釈
慧
仙

581
655

）
の
弟
子

亘
禅
師
（?

?
行
弥

願
、
正
在
四
天
（
兜
卒
天

600b

読
誦
篇

釈
法
誠

563
640

臨
終
時
に
願
生
兜
卒
、
童
子
来
迎
す

689c

こ
れ
ら
諸
師
の
う
ち
特
に
強
烈
な
印
象
を
受
け
る
の
は
玄

法
師
の
臨
終
時
の
記
述
で
あ
る
。
曰
く

ａ

、
生
常
以
来
願
生
弥

。
及
遊
西
域
、
又
聞
無
著
兄
弟
皆
生
彼
天
、
又
頻
祈
誓
咸
有
顕
証
。
懐
此
専
至
益
増
翹
励
。
後
至
玉
華
、

続
高
僧
伝

に
記
さ
れ
る

往
生

（

田
寂
天
）

五
九



但
有
𨻶
次
、
無
不
発
願
生

史
多
天
見
弥

仏
。458a

ｂ
総
召
門
人
、
有
縁
並
集
、
云

無
常
将
及
、
急
来
相
見

。
於
嘉
寿
殿
、
以
香
木
樹
菩
提
像
骨
、
対
寺
僧
門
人
辞
訣
、

遣
（

）

表
訖
。
便
黙
念
弥

、
令
傍
人
称
曰

南
謨
弥

如
来
応
正
等
覚
。
願
与
含
識
、
速
奉
慈
顔
。
南
無
弥

如
来
所
居
内
衆
。
願
捨
命

己
必
生
其
中

。
至
二
月
四
日
、
右
脇
累
足
右
手
支
頭
、
左
手
脾
上

然
不
動
。
有
問

何
相
？

、
報
曰

勿
問
、
妨
吾
正
念

。

至
五
月
中
夜
、
弟
子
問
曰

和
上
定
生
弥

前
不
？

。
答
曰

決
定
得
生

。
言
己
気
絶
。458a

b

ａ
は
大
般
若
経
六
〇
〇
巻
の
漢
訳
終
了
（
六
六
三
年
一
〇
月
末
）
ま
で
の
生
前
願
生
を
、
ｂ
は
終
了
後
の
玉
華
宮
に
於
け
る
入
滅
時
の

描
写
で
あ
る
。

も
と
よ
り
既
に
中
国
に
於
い
て
大
乗
唯
識
の
教
義
を
学
び
、
そ
の
奥
義
を
求
め
て
十
七
年
間
の
イ
ン
ド
仏
教
留
学
を
果
し
て
帰
国
し
た

三
蔵
に
と
っ
て
、
滅
後
に
唯
識
の
祖
と
さ
れ
る
弥

の
浄
土
へ
の
往
生
は
極
め
て
当
然
の
願
望
で
あ
っ
た
ろ
う
。
唯
識
教
学
研
究
の
学
的

熱
意
が
滅
後
の
兜
卒
往
生
へ
の
願
と
し
て
見
事
に
昇
華
さ
れ
て
い
た
様
が
、
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

道
宣
が
続
け
て
曰
く

余
以
闇
昧
、
濫
霑
斯
席
。458b

自
ら
も
三
蔵
の
葬
送
儀
の
場
に
立
ち
合
い
そ
の
臨
終
の
相
を
三
蔵
の
親
近
者
よ
り
伝
聞
し
、
そ
の
埋
葬
ま
で
の
始
終
を
見
届
け
た
の
だ
、

と
い
う
の
は
い
か
に
も
誇
ら
し
げ
な
状
況
説
明
の
域
を
出
な
い
が
、
続
高
僧
伝
の
記
述
の
信
憑
性
を
よ
り
高
め
よ
う
と
し
た
文
章
と
も
受

け
止
め
ら

５
れ
る
。

②

阿
弥
陀
仏
の
西
方
安
養
極
楽
浄
土
に
往
生

一
九
例

義
解
篇

釈
明
徹

?
552

生
前
に
往
来
浄
土
、
居
留
安
養
を
願
う

473c

続
高
僧
伝

に
記
さ
れ
る

往
生

（

田
寂
天
）

六
〇



釈
道
憑

488
559

生
前
の
願
生
安
養
、
臨
終
時
に
異
相
あ
り

448c

釈
慧
海

541
609

生
前
の
願
生
、
無
量
壽
の
画
像
を
模
写

515c

釈
善

550
620

入
滅
時
に
彌
陀
来
迎
す

519c

釈
慧
覚

531
620

生
前
に
往
生
浄
土
の
功
を
積
む

521a
釈
功

?

66
歳

臨
終
前
の
瑞
相
あ
り
、
往
来
楽
土
を
願
う

528c

釈
道
傑

573
627

先
師
の
来
迎
に
て
往
生

530a

釈
神
素

572
643

生
前
の
願
生
、
滅
時
に
念
仏

530b

釈
智
淡

564
634

生
前
の
願
生
、
造
彌
陀
像
、
修
十
六
妙
観

532a

釈
慧

571
649

生
前
に
山
神
告
曰
、
不
久
当
生
西
方

539a

釈
玄
會

582
640

生
前
の
夢
に
無
量
壽
佛
出
現
、
造
彌
陀
像
、542c

543a

習
禅
篇

釈
道
珍

?

生
前
恒
作
彌
陀
業
観
、
誦
阿
彌
陀
経
、
往
生

550c
551a

釈
智

538
597

臨
終
時
に
告
弟
子
曰
く
、
諸
師
友
、
観
音
勢
至
と
共
に
来
迎
す

567b

釈
智
通

548
611

生
前
称
彌
陀
佛
名
、
願
生
西
方
浄
土
、
臨
終
時
に
彌
陀
・
観
音
・
勢
至
来
迎

577b

釈
道
昻

565
633

生
前
願
生
安
養
、
臨
終
時
に
兜
卒
・
西
方
よ
り
来
迎

588b

釈
道
綽

562
645

生
前
願
生
浄
土

594a

釈
普
明

618

以
後
86
歳

生
前
六
時
礼
讃
、
願
生
浄
土

598c

釈
慧
覚

584
653

臨
終
前
一
ヶ
月
に
西
方
よ
り
来
迎

601b

続
高
僧
伝

に
記
さ
れ
る

往
生

（

田
寂
天
）
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一



護
法
篇

釈
明

559
628

臨
終
時
に
彌
陀
・
二
菩
薩
来
迎

633a

③

そ
の
他

五
例

義
解
篇

釈

玉

?

生
前
に
読
誦
願
生

滅
後
に
東
方
浄
蓮
華
佛
国
土
に
往
生

475c

（
敢
え
て
西
方
安
養
土
を
求
め
ず
）

釈
慧
持

574
642

滅
時
遺
言
に
他
方
に
教
化
す
と

538a

釈
慧
稜

576
640

生
前
の
夢
に
閻
魔
王
出
現
す
、
臨
終
に
閻
魔
王
の
使
い
至
る

537a

釈
法
常

567
635

晩
年
に
観
音
菩
薩
、
普
賢
菩
薩

夢
に
来
訪

541b

釈
道
洪

貞
観
末650

頃

79
歳

臨
終
時
に
三
衣
の
冠
者
数
次
来
訪

大
徳
羅

羅
の
来
訪

547b

こ
の
中
に
も
ま
た
強
烈
な
往
生
が
記
さ
れ
る
。
最
初
の
釈
真
玉
の
伝
に

生
来
結
誓
願
終
安
養
、
常
令
侍
者
読
経
。
玉
、
必
跪
坐
合
掌
而
聴
。
忽
聞
東
方
有
浄
蓮
華
仏
国
荘
厳
世
界
、
与
彼
不
殊
。
乃
深
惟
曰

諸
仏
浄
土
、
豈
限
方
隅
。
人
並
西
奔
、
一
無
東
慕
。
用
此
執
心
、
難
成
廻
向

。
便
願
生
蓮
華
仏
国
、
暁
夕
勤
到
、
誓
不
久
留
。

誠
に
強
烈
で
あ
る
。
敢
え
て
西
方
極
楽
浄
を
求
め
ず
自
ら

東
方
浄
蓮
華
仏
国
土

（
筆
者
は
そ
の
説
明
の
出
処
お
よ
び
中
国
に
於
け
る
信

仰
を
確
認
で
き
な
い
で
い
る
の
だ
が
）
を
求
め
る
と
い
う
様
は
、
明
ら
か
に
浄
土
教
（
西
方
極
楽
浄
土
往
生
を
求
め
る
）
に
対
す
る
反
対
の
立

場
で
あ
る
。
彼
は
北
斉
代
に

都
に
於
い
て
盛
名
を
は
せ
た
北
地
僧
で
あ
り

常
徒
の
学
士
幾
百
千
人

と
そ
の
影
響
力
も
大
き
か
っ
た

人
師
で
あ
っ
た
。

続
高
僧
伝

に
記
さ
れ
る

往
生

（

田
寂
天
）
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続
高
僧
伝
に
記
さ
れ
る
往
生
否
定
・
拒
絶

上
記
の
如
く
生
前
の
願
生
な
い
し
滅
後
の
往
生
を
伝
え
ら
れ
る
出
家
者
の
他
に
、
こ
れ
と
全
く
別
の
入
滅
の
相
を
記
さ
れ
る
例
も
あ
る
。

ど
こ
ま
で
を
こ
の
分
類
に
加
え
る
か
は
諸
論
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
、
し
ば
ら
く
次
の
六
例
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

義
解
篇

釈
慧
布

?
587

年

70
余

或
見
諸
人
楽
生
西
方
者
、
告
云

方
土
乃
浄
、
非
吾
願
也
。
如
今
所
願
、
化
度
衆
生
。

如
何
在
蓮
華
中
十
劫
受
楽
。
未
若
三
途
処
苦
救
済
也

…
…
年
七
十
與
衆
別
曰

布
命
至
三
五
年
在
、
但
老
困
不
能
行
道
、
住
世

何
益
。
常
願
生
辺
地
無
三
寶
処
、
故
為
作
佛
事
去
也

…
…
初
、

逝
告
衆
前
云

昨
夜
二
菩
薩
見
迎
、
一
是
生
身
、
一
是
法
身
。

吾
已
許
之
。
尋
有
諸
天
、
又
来
迎
接
、
以
不
願
生
、
故
不
許
耳

481a
b

義
解
篇

釈
曇
延

516
588

初
、
延
康
之
日
告
門
人
曰
、
死
後
の
遺
体
は
且
施
禽
獣
、
残
骨
を
留
め
る
な
か
れ

489b

義
解
篇

釈
僧
倫

565
649

以
貞
観
二
十
三
年
五
月
十
三
日
四
更
、
忽
告
門
人
、
吾
夜
中
於
諸
法
得
解
脱
、
謂
成
無
学
、
不

謂
天
帝
等
迎
。
言
已
而
絶
。601c

明
律
篇

釈
慧

?

貞
観
末
年

77
歳

以
貞
観
末
年
八
月
十
一
日
旦
、
終
於
所
遁
。
春
秋
七
十
有
七
。
未
終
三
日
、
異
香
満

寺
。
挙
衆
怪
問
、
曰

吾
後
日
当
去

、
生
死
、
人
之
常
也
、
寄
世
本
若
行
雲
、
慎
無
哭
泣
。
各
念
無
常
、
早
求
自
度
。
喪
事
賓

葬
、
律
有
恒
義
。
碑
誌
飾
詞
、
一
不
須
作
。
能
依
此
決
、
吾
何
言
哉

620a

護
法
篇

釈
曇
選

531
620

武
徳
八
年
淹
病

積
…
…
吾
命

尽
、
何
処
生
乎
。
名
行
僧
道
綽
曰

阿

黎
、
西
方
楽
土
、

名
為
安
養
。
可
願
生
彼

選
曰

咄
、
為
身
求
楽
、
吾
非
爾

綽
曰

若
爾
、
可
無
生
耶
？

答
曰

須
見
我
者
而
為
生
乎

乃
潜
息
久
之
、
不
覚
已
逝
。

641c

続
高
僧
伝

に
記
さ
れ
る

往
生

（

田
寂
天
）

六
三



感
通
篇

釈
法
聡

586
656

顕
慶
元
年
冬
、
謂
弟
子
曰

吾
不
久
捨
報
。
可
施
諸
禽
鳥

664c

む

す

び

以
上
、
ま
こ
と
に
大
雑
把
に
続
高
僧
伝
中
か
ら
記
事
を
集
め
て
み
た
の
だ
が
、
筆
者
の
力
不
足
に
よ
り
こ
こ
に
追
求
し
き
れ
な
か
っ
た

い
く
つ
か
の
点
も
有
る
。

１

道
宣
が
こ
の
書
を
編
む
に
当
っ
て
用
い
た
第
一
次
資
料
と
そ
の
取
材
旅
行
の
範
囲
に
つ
い
て
。
ま
た
そ
れ
ら
資
料
内
容
の
取
捨
選

択
に
つ

６
い
て
。

２

入
滅
時
お
よ
び
滅
後
の
異
相
を
記
す
さ
い
に
、
所
謂
る
神
仙
道
に
沿
っ
た
記
述
が
余
り
に
も
多
い
。
し
か
し
こ
れ
で
は
思

順
序

が
逆
か
も
し
れ
な
い
。
中
国
に

長
生
不
死
、
最
後
に
昇
仙

と
い
う
理
想
を
掲
げ
る
神
仙
道
（
あ
る
い
は
神
仙
思
想
）
が
四
・
五

世
紀
に
既
に
広
く
根
づ
い
て
お
り
、
そ
れ
が
大
乗
経
典
の
説
く

滅
後
往
生

を
受
容
す
る
強
い
土
壌
と
な
っ
た
、
と
解
釈
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。
こ
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
続
高
僧
伝
が
カ
バ
ー
す
る
六
・
七
世
紀
約
百
五
十
年
の
中
国
仏
教
は

神
仙
思
想
的
大
乗
仏

教

と
し
て
把
握
す
る
こ
と
も
、
あ
る
面
で
は
可
能
で
は
な
い
か
。

非
常
に
ま
と
ま
り
の
な
い
論
で
あ
っ
た
が
、
大
方
の
博
雅
の
士
に
ご
叱
正
を
乞
う
。

注１

近
年
こ
の
立
場
を
取
る
論
者
は
多
い
。
中
村
元

仏
教
語
大
辞
典

（
昭
和
五
〇
年
）

無
我

の
項
参
照
。
な
お
こ
の
点
は
、
現
今
の

臓
器
移
植
・
ド
ナ
ー
カ
ー
ド
登
録

問
題
に
も
必
ら
ず
や
関
わ
る
で
あ
ろ
う
。

私
が
私
の
意
志
で
私
の
体
の
私
の
臓
器
を

と
い
う
場

続
高
僧
伝

に
記
さ
れ
る

往
生

（

田
寂
天
）
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四



合
の

私

と
い
う
概
念
設
定
が
、
初
期
仏
教
の
立
場
（
部
派
仏
教
を
含
め
て
）
か
ら
は
う
ま
く
説
明
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
な
お
脳

死
・
臓
器
移
植

問
題

に
関
す
る
日
本
国
内
の
各
宗
教
、
各
教
派
の
こ
れ
ま
で
の
公
式
見
解
は
、
近
く
は
読
売
新
聞
二
〇
〇
五
年
一
二
月

一
九
日
付
に
簡
略
か
つ
要
を
得
た
解
説
を
附
し
た
一
覧
表
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
。

２

例
え
ば
早
島
鏡
正

ミ
リ
ン
ダ
パ
ン
ハ
ー
に
お
け
る
我
と
無
我
の
論
点

参
照
。
中
村
元
編

自
我
と
無
我

所
収
、
一
九
九
六
年

平

楽
寺
書
店

３

こ
れ
が
現
在
の
ご
く
一
般
的
な
理
解
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
鎌
田
茂
雄
他
編

大
蔵
経
全
解
説
大
事
典

平
成
一
〇
年

雄
山
閣
出
版
。

た
だ
し
、
一
旦
成
立
以
後
も
道
宣
に
よ
る
加
筆
増
広
有
り
と
さ
れ
、
現
行
形
態
の
最
終
的
成
立
ま
で
に
は
複
雑
な
経
緯
を
た
ど
っ
た
と
の
意

見
も
提
出
さ
れ
て
い
る
。
藤
善
真
澄

続
高
僧
伝

玄

伝
の
成
立

参
照
。

道
宣
伝
の
研
究

所
収
、
二
〇
〇
二
年

京
都
大
学
学
術

出
版
会

４

各
僧
侶
の
生
率
年
は
す
べ
て
陳
垣

釈
氏
疑
年
録

に
依
っ
た
。
民
国
27
、
一
九
三
八
年
、
北
京
。（
後
に
台
北
市
鼎
文
書
局
、
民
国
66
、

一
九
七
七
年
）

５

玄

の
生
前
の
願
生
兜
卒
に
関
し
て
は
、
前
掲
藤
善
論
文
参
照
。
ま
た
近
く
は
吉
村
誠

玄

の
弥

信
仰
に
つ
い
て

に
於
い
て
深
い

論
究
が
な
さ
れ
お
り
、
拙
論
も
大
い
に
参

と
さ
せ
て
頂
い
た
。

日
本
仏
教
学
年
報

七
〇
号
所
収
、
平
成
一
七
年

６

道
宣
自
身
は
長
安
に
活
動
の
場
を
置
い
た
人
物
で
あ
り
、
南
地
僧
の
僧
伝
に
関
し
て
は
い
く
つ
か
の
南
方
資
料
が
必
要
と
さ
れ
参
照
さ
れ

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
拙
筆

章
安
灌
頂
研
究
序
説

で
指
摘
し
た

常
州
弘
善
（
業
）
寺
沙
門
法
宣

の

別
集

も
そ
の
一
つ
に
違
い
な

い
。

天
台
学
論
集
１

所
収

昭
和
五
九
年
。

続
高
僧
伝

に
記
さ
れ
る

往
生

（

田
寂
天
）
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